
                          

プレスリリース  

令和 5年 10月５日 

明治安田生命保険相互会社 

独立行政法人国立科学博物館 

 

明治安田生命×国立科学博物館 

明治安田ヴィレッジ丸の内で開催 

企画展「皇居の生き物たちー環境変化で何が起こっているのか？ー」 

 
明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）と独立行政法人国立科学博物館（館長 

篠田謙一）は、来る 10月 16日(月)～11月 5日(日)まで企画展「皇居の生き物たち－環境変化で

何が起こっているのか？－」を開催いたします。 

 

皇居に広がる大規模緑地は多様な生物を有することから、「都心のオアシス」とも例えられます。 

本企画展では、国立科学博物館による皇居生物相調査Ⅰ～Ⅱ期（Ⅰ期:1996 年度～2000 年度、Ⅱ

期:2009 年度～2012 年度）、動物相モニタリング（2000 年度～2005 年度）、およびⅢ期（2021 年度

～2025 年度予定）の途中経過によって明らかにされた代表的な生き物たちの紹介や皇居の生物相の

特徴、変わりゆく都市環境に対してどのような生物相の変化がみられたのか、などについて紹介い

たします。 

当企画展は地球規模環境問題に関する国立科学博物館の基礎研究へ、「環境保全・気候変動への対

応」を推進する明治安田生命保険相互会社が支援し、皇居に程近い、明治安田ヴィレッジ丸の内 １

階アトリウムで開催するものです。皇居という都市環境下での生物たちと環境変化による生物相の

変化を広くみなさまに知っていただく内容となっております。 

両者はこれからも、環境問題に対する連携を通じて持続可能で希望に満ちた豊かな社会づくりに貢

献してまいります。 

 

※生物相調査とは… 

ある地域に生息・生育する生物を確認し、学術的な分類方法に従って一覧とするもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件についての問合せ 

独立行政法人 国立科学博物館  

科学系博物館イノベーションセンター 

マーケティング・コンテンツグループ 田中 

〒110-8718 東京都台東区上野公園 7-20 

TEL:03-5814-9858  FAX:03-5814-9899  

E-mail:kifuizou@kahaku.go.jp 

国立科学博物館ＨＰ https://www.kahaku.go.jp/ 

      明治安田生命保険相互会社 広報部 広報グループ TEL:03-3283-8054 

 



日本在来のミツバチ。皇居内には、ミツバチの天敵と

なるスズメバチ類も多く生息していますが、ニホンミ

ツバチは導入種であるセイヨウミツバチと比べ、これ

らの天敵に対する高い防衛能力を有しており、皇居内

でも営巣が確認されています。 

 

 

企画展「皇居の生き物たち－環境変化で何が起こっているのか？－」概要 

 

１ 名  称 「皇居の生き物たち－環境変化で何が起こっているのか？－」 

 

２ 共  催 明治安田生命保険相互会社、独立行政法人国立科学博物館 

 

３ 協  力 宮内庁 

 

４ 会  期 令和５年 10月 16日（月）～令和５年 11月５日（日） 

       会期中は 7時～23時 30分までご観覧可能です。 

 

５ 場  所 明治安田ヴィレッジ丸の内 １階アトリウム 

       （東京都千代田区丸の内 2-1-1） 

 

６ 料  金 入場無料 

 

７ 展示内容  

 

① 皇居の生き物たち 

皇居から見つかった動物や植物について、普通種や珍しい生き物たち（絶滅危惧種・希少種・新

種・日本新産種）、意外な生き物、皇居を特徴づけるような象徴的な生き物などを紹介します。 

 その他、分類群を 12 の区分（甲虫類、チョウ・ガ類、トンボ類、ハチ・アリ・ヌカカ類、クモ

類、鳥類、両生類・爬虫類、寄生蠕虫・その他動物、植物、菌類、藻類、コケ植物・地衣類）に分

けて、それぞれ紹介するコーナーも設けます。 

 

吹上御苑内のニホンミツバチ 

 

② 皇居の自然 

都市部における開発により、自然環境の破壊や生物多様性の喪失が懸念されています。 

そのような状況の中、皇居は東京の中心地に位置するにも関わらず、豊富な自然が育まれていま

す。その自然の特徴を紹介いたします。 

 

③ 生き物の多様な調査方法 

 生物相調査で実際に使用されている調査用具、分類群毎の調査方法をご紹介します。また調査風

景の一端を動画でご紹介します。 



 

④ 環境変化と生物相の変遷 

第Ⅰ期からの継続的な調査によって、様々な分類群において生物相の変化が確認されています。

原因を特定するためには詳細な科学的裏付けが必要になりますが、ヒートアイランド現象や地球温

暖化に伴う都市部の気温上昇、人間活動に伴う生物の移入や消長、大気汚染とその改善などが要因

として考えられています。 

 

「温暖化、外来種の侵入、大気汚染、原因不明」の４つにテーマを分け、皇居で近年になって見ら

れるようになった生物、見られなくなった生物、その推定される原因などについて紹介いたしま

す。また、新たに皇居で見られるようになった昆虫数種（温暖化の影響による可能性、外来種）の

動画を公開します。 

 

 

皇居で近年見られるようになった     皇居で定着・成長が確認されたウメノキゴケ 

外来種クズクビボソハムシ 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 皇居生物相調査（第Ⅲ期）の取り組みと意義 

第Ⅲ期調査の目的、DNA 情報の解析の意義などをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国原産で体長 6~8mm、背面は黄褐色で

体下面と脚が黒色。 

クズの葉に穴をあけながら食べる。2016

年に東京都心（目黒区、港区）で発見され

て以来、非常な速さで分布を拡大中であ

る。 

 

 

 

 

 

 

ウメノキゴケは大気汚染指標としてよく

知られており、二酸化硫黄などの汚染物質

濃度が高くなると衰退する。 

 

 

 

 

 

 

種を調べる手がかりとなる DNA領域の解析（DNAバ

ーコーディング）や、現場では確認できない種も

DNA 情報から検出するメタゲノム解析を行い潜在

的な多様性についても一部の分類群で調べていま

す。 


